
大型トンネル覆工模型実験装置

トンネル覆工の変状に対する定量的な性能評価法を開発することを目的として、実
際のトンネル覆工に近い変形挙動を再現することができる、新幹線標準断面を想定

概 要

トンネル研究室

載荷用油圧シリンダ

反力用油圧シリンダ

皿ばね

主 要 諸 元

際 覆 近 変形挙動を再現する る、新幹線標準断面を想定
した縮尺1/5の覆工模型実験装置を開発し、各種実験を実施しています。
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●：地山側圧ざ発生位置
▲：内空側圧ざ発生位置

【実験結果の一例】

鉛直載荷の実験結果の一例を示します。覆工材質、コンクリート強度、巻厚などを

パラメ タに力学挙動を把握してきています
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巻厚65mm，普通強度
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パラメータに力学挙動を把握してきています。


